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第60回文化祭のひとこま　9/21（金）・22（土）
生徒会主導の全校企画「BIG 千羽鶴」と吹奏楽部
１㍍四方の紙を全校生徒で折りあげた巨大折り鶴千羽が中庭上空に

見事に羽ばたいた。

本年度のテーマは「JUST DO IT 耐久祭」　　文化クラブを中心に

展示・舞台発表・バザーなど、全校生徒が日頃の成果を発表した。

同窓会は梧陵像前で「同窓会コーナー」を設け、飲み物のサービス

を行った。
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平
成
十
九
年
十
月
二
十
八
日
（
日
）、

午
後
一
時
か
ら
湯
浅
町
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
て
、
本
年
度
同
窓
会
総
会
が
行

わ
れ
た
。
今
年
は
全
国
醤
油
サ
ミ
ッ
ト

や
「
鯖
っ
と
鯵
ま
つ
り
」
が
同
じ
日
に

開
催
さ
れ
、
湯
浅
町
は
早
朝
よ
り
、
た

く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ
た
が
、
約
百
名

の
参
加
を
得
て
開
会
さ
れ
た
。

　

第
一
部
と
し
て
今
年
は
趣
向
を
凝
ら

し
て
同
窓
会
有
志
が
、
朗
読
劇
「
生
け

る
神
・
濱
口
梧
陵
」
を
演
じ
、
マ
ン
ド

リ
ン
ク
ラ
ブ
が
演
奏
し
た
。
熱
気
溢
れ

る
演
技
に
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
た
。
そ
の
後「
耐
久
四
代
記
念
」

と
し
て
伏
木
鐡
郎
様
（
中
三
十
一
期
―

Ｓ
十
三
年
卒
）
に
記
念
品
を
贈
呈
し
、

謝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

第
二
部
は
、
同
窓
会
総
会
。

三
校
歌
斉
唱
の
あ
と
、
下
野
憲

英
会
長
、
山
﨑
正
互
校
長
の
あ

い
さ
つ
。
来
賓
祝
辞
で
は
、
西

博
義
衆
議
院
議
員
（
高
十
九
期
）、

関
東
耐
久
会
九
鬼
利
郎
会
長
（
高

五
期
）、
関
西
耐
久
会
萩
平
勲
会

長
（
高
十
期
）、
和
歌
山
耐
久
会

田
辺
善
彦
会
長
（
高
十
四
期
）

が
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
。

　

楠
義
隆
氏
（
理
数
科
四
期
）

が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
活
動
報

告
、
三
委
員
会
（
会
報
・
組
織

強
化
・
会
館
建
設
）
か
ら
の
報
告
、

会
計
・
監
査
報
告
と
議
事
が
進
行
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
下
野
会
長
よ
り
役
員
体

制
等
大
幅
に
改
正
さ
れ
た
会
則
改
正
案

が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
次
に
古

川
友
子
副
会
長
（
高
二
十
六
期
）
が
、

有
田
耐
久
会
設

立
に
つ
い
て
提

案
し
、
承
認
さ

れ
た
。
四
月
か

ら
新
し
く
有
田

耐
久
会
が
発
足

し
ま
す
。
今
後

の
活
動
を
期
待

し
ま
す
。

　

役
員
改
選
で
は
、
下
野
会
長
は
じ
め

役
員
全
員
が
留
任
し
、
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

　

議
長
解
任
後
、
伏
木
湯
浅
町
長
（
高

十
八
期
）よ
り
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
、

法
眼
貞
子
副
会
長
（
高
十
九
期
）
の
閉

会
の
あ
い
さ
つ
に
よ
り
総
会
は
終
了
し

た
。

　

尚
、
今
年
は
総
会
終
了
後
、
キ
セ
イ

に
於
て
懇
親
会
が
行
わ
れ
た
。
多
く
の

来
賓
の
参
加
を
得
て
、
ス
ペ
イ
ン
舞
踏

の
フ
ラ
メ
ン
コ
な
ど
も
披
露
さ
れ
、
楽

し
く
和
や
か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。

同
窓
会
総
会
開
催
さ
る
!!

平
成
十
九
年
度

有
志
に
よ
る
朗
読
劇
「
生
け
る
神
・
濱
口
梧
陵
」

耐久四代記念表彰の伏木氏

役
員
及
び
常
任
幹
事
他

会　
　

長

副　
会　
長

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃
会　
　

計

下
野　

憲
英

宮
井　

慶
三

栩
野　

裕
明

法
眼　

貞
子

古
川　

友
子

半
辺
み
つ
子

（
高
13
）

（
高
7
）

（
高
18
）

（
高
19
）

（
高
26
）

（
高
18
）

常
任
幹
事

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

　
　

〃

齋
藤
春
太
郎

伏
木
冨
紀
子

清
水　

康
夫

大
西　

義
弘

小
畑　

英
三

花
野　

正
彦

和
泉　

保
廣

大
浦　

睦
美

谷
岡　

秀
昭

大
西　

和
彦

（
中
40
）

（
女
22
）

（
高
1
）

（
高
16
）

（
高
18
）

（
定
11
）

（
高
22
）

（
高
28
）

（
高
29
）

（
高
29
）

会
計
監
査

　
　

〃

坂
口　

計
夫

森
岡　

陽
子

（
高
10
）

（
高
10
）

顧　
　

問

橋
本　

佳
巳

（
高
4
）

事　
務　
局

◇
三
委
員
会

会　
報　
委　
員　
会

白
井　

敏
之

川
口　

裕
幸

清
水　

健
一

脇
村　

幸
子

森　
　

裕
美

大
西
義 

齋
藤 

伏
木

清
水
康 

法
眼 

（
白
井
）

組
織
強
化
委
員
会

宮
井 

和
泉 

古
川

大
浦 

谷
岡 

（
清
水
）

会
館
建
設
委
員
会

栩
野 

小
畑 

花
野

大
西
和 

 

（
川
口
）

（
高
34
）

（
高
36
）

（
高
37
）

（
高
26
）

（
高
26
）

支
部
連
絡
先

 関 東 耐 久 会 
会長　九　鬼　利　郎

〒 160-0022  東京都新宿区新宿 1-3-12-1002
株式会社 オフィス ココ　桜バンケット

Tel  03-3359-9520

 関 西 耐 久 会 
会長　萩　平　　　勲

〒540-0012  大阪市中央区谷町 1-3-17-301 号
ビジネス インテグレート㈱

Tel  06-6941-8282

 和歌山耐久会 
会長　田　辺　善　彦

〒640-8144  和歌山四番丁 26番地の 2
田辺法律事務所

Tel  073-431-2801

 有 田 耐 久 会 
会長　柏　原　政夫美

〒643-0004  有田郡湯浅町湯浅 1985
耐久高等学校・同窓会事務局

Tel  0737-62-4148

同窓会のホームページURL　http://www.taikyu-h.wakayama-c.ed.jp/obroom/obindex.htm
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残
暑
厳
し
い
９
月
９
日
（
日
）、
大

阪
市
中
央
区
本
町
に
あ
る
ホ
テ
ル
「
シ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
」
に
、
耐
久
高
校
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
１
５
６
人
も
集
ま
り
ま
し

た
。
平
成
19
年
度
関
西
耐
久
会
総
会
が

開
催
さ
れ
た
の
で
す
。
10
時
30
分
、
阪

本
名
誉
会
長
（
旧
中
35
期
）
に
よ
る
開

会
の
辞
。
そ
れ
か
ら
の
４
時
間
半
は
ホ

テ
ル
の
中
で
一
番
広
い
「
旬
の
間
」
は
、

完
全
に
「
紀
州
・
耐
久
」
に
様
変
わ
り

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
講
演
会
は
、
津
村

建
四
朗
氏
（
高
４
期
・
日
本
地
震
学
会

名
誉
会
員
）
に
よ
る
「
稲
む
ら
の
火
と

地
震
・
津
波
防
災
」
で
す
。
４
月
１
日

の
「
ル
ー
ツ
を
訪
ね
る
会
」
で
、
み
ん

な
で
お
弁
当
を
食
べ
た
あ
の
堤
防
を
思

い
出
し
な
が
ら
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
新
屋
先
生
」

と
い
う
な
つ
か
し
い
お
名
前
を
聞
き
な

が
ら
、
一
同
の
心
は
古
い
木
造
の
校
舎

を
思
い
浮
か
べ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
特
に
、
津
村
氏
と
同
期
の
４
期
生

の
皆
さ
ま
方
は
感
無
量
だ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

続
い
て
、
山
口
公
子
氏
に
よ
る
、
炭

琴
・
マ
リ
ン
バ
演
奏
で
す
。「
道
化
師

の
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
」
が
軽
快
に
響
き
、
先

ほ
ど
ま
で
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気

の
会
場
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
一

変
！
「
ふ
る
さ
と
」
が
紀
州
備
長
炭

の
炭
琴
で
演
奏
さ
れ
始
め
た
と
た
ん
、

「
オ
ウ
ー
」
と
い
う
ど

よ
め
き
が
起
こ
り
ま
し

た
。
透
明
感
の
あ
る
き

れ
い
な
、
そ
れ
で
い
て

優
し
い
音
色
で
、「
春

の
小
川
」
や
「
赤
と
ん

ぼ
」
な
ど
、
な
つ
か
し

い
曲
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド

で
す
。

　

総
会
は
、
マ
リ
ン
バ

の
伴
奏
で
、

♪
し
の
の

め
な
び
く

お
い
し
や

ま
…
♪　

と
気
持
ち

の
よ
い
校

歌
の
斉
唱

か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。

萩
平
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
耐
久
高
校

山
﨑
校
長
（
高
20
期
）、
広
川
町
白
倉

町
長（
高
12
期
）、湯
浅
町
伏
木
町
長（
高

18
期
）
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
地
引

副
幹
事
長
に
よ
る
事
業
・
会
計
報
告
が

承
認
さ
れ
総
会
が
無
事
終
了
。

　

下
野
同
窓
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
懇

親
会
へ
。紀
州
の
味
覚
タ
イ
ム
で
は「
な

れ
ず
し
・
し
ら
す
釜
揚
げ
・
金
山
寺
味

噌
・
清
酒
稲
む
ら
の
火
」
が
あ
り
、
各

期
毎
の
記
念
撮
影
あ
り
、
懐
か
し
い
対

面
あ
り
、
談
笑
飛
び
交
う
中
、
竹
ト
ン

ボ
ま
で
飛
ぶ
と
は
驚
き
で
す
。

　

最
後
に
「
那
耆
の
海
・
耐
久
ウ
ォ
ー

ク
」
と
「
平
成
20
年
９
月
７
日
（
日
）

の
総
会
」
の
約
束
を
し
て
、
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
が
、
そ
の
あ
と
も
ま
だ
ま
だ

お
元
気
で
、
カ
ラ
オ
ケ
会
場
が
賑
わ
っ

て
い
た
こ
と
も
報
告
し
て
お
き
ま
す
。

　

萩
平
勲
会
長
（
高
10
期
）
は
、
関
西

耐
久
会
が
大
き
く
発
展
し
て
い
る
の
は

「
各
期
の
幹
事
の
努
力
の
た
ま
も
の
で

す
」
と
ね
ぎ
ら
っ
て
く
れ
ま
す
が
、
萩

平
会
長
・
横
山
幹
事
長
（
高
14
期
）
の

名
コ
ン
ビ
リ
ー
ダ
ー
が
い
れ
ば
こ
そ
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
が
少
し
ず
つ
力

を
出
し
合
っ
て
、
楽
し
く
、
お
ま
け
に

心
地
よ
い
刺
激
も
い
た
だ
け
る
よ
う
な

会
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　

関
西
耐
久
会
副
幹
事
長

　
　
　
　
　
　
　
　

地　

引　

民　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
17
期
）

日時：平成 20 年 4 月 6 日（日）
集合：広川町役場 10 時 30 分　解散：湯浅町役場多目的ホール 15 時 30 分
主催：関西耐久会　　後援：湯浅町、広川町、耐久高校、耐久高校同窓会
参加：耐久高校（旧中・高女）のＯＢ・ＯＧ、家族、友人、親戚、知人
会費：一人 1,000 円（稲むらの火の館入館料、喫茶券、送迎バス代含む）
巡回：稲むらの火の館周辺、湯浅町伝統的建造物周辺、物産店
　　　深専寺茶室、耐久高校吹奏楽部による演奏

　

関
西
耐
久
会
総
会
の
開
催

19
年
度

　電子部品製造（半導体ガスセンサー）

　荒木産業株式会社

代表取締役　荒 木 彰 一
本社　大阪市生野区勝山北1－16－10

TEL. 06 － 6731 － 7377

教育界の改変の今こそ…

母校への更なる支援と関心を！

橋　本　佳　巳 (高 4期 )

同窓会への問いかけ・ご提言は、何なりとお申し出下さい。

ニット工房KT
Original Fashion Ladies Knit 企画、製作

〒534 - 0012
大阪市都島区御幸町1丁目5 - 13 北浦ビﾙ1F
TEL 06-6921-0680 FAX 06-6924-3451
e-mail : waterholl@green.ocn.ne.jp
e-mail : kitaura@minos.ocn.ne.jp

北浦萬里子（高7期）
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11
月
16
日
（
金
）
横
山
享
氏
の
講
演

会
が
本
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
全
校
生
徒
、
職
員
、
同
窓
会
有
志

が
聴
講
し
た
。
演
題
は
「
こ
れ
か
ら
の

皆
さ
ん
へ　

│
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

せ
よ
│
」。
温
か
く
穏
や
か
な
口
調
で

全
校
生
徒
に
向
け
語
り
か
け
ら
れ
た
。

　

グ
ロ
リ
ア
魔
法
瓶
の
営
業
当
初
、
市

場
拡
大
の
た
め
国
内
か
ら
海
外
へ
と
進

出
・
展
開
。
こ
れ
ま
で
世
界
28
ヵ
国
、

100
回
以
上
の
海
外
出
張
を
経
験
し
た
。

そ
の
中
で
も
ド
イ
ツ
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
・
台
湾
の
三
ヶ
国
で
の
体
験
談
は
、

特
に
印
象
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。「
８

つ
の
基
本
単
語
だ
け
で
商
売
が
で
き

る
」
を
信
念
と
し
、
営
業
に
東
奔
西
走

し
た
海
外
で
の
経
験
。
文
化
・
宗
教
・

生
活
習
慣
と
い
う
壁
を
越
え
、
築
き
上

げ
て
き
た
人
々
と
の
友
情
と
信
頼
関
係

は
、
氏
の
最
大
の
財
産
で
あ
る
。

　

ま
た
、
50
歳
時
「
老
後
、
余
生
を
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
・
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
！
」
と

い
う
思
い
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
町
お
こ

し
）
精
神
か
ら
経
営
に
着
手
し
た
犬
と

人
の
施
設
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
ハ
ウ
ス
ゆ

あ
さ
」。
そ
の
時
の
心
境
に
つ
い
て
も

語
ら
れ
た
。

　

氏
の
人
生
訓
と
も
い
う
べ
き
心
構
え

「
年
齢
・
性
別
・
国
境
を
越
え
た
友
人

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」「
積
極
的

に
楽
観
的
に
考
え
よ
！
」
が
紹
介
さ
れ

た
。
そ
し
て
最
後
に
、
す
べ
て
の
同
窓

生
共
通
の
悲
願
で
あ
る
「
甲
子
園
出
場

を
」と
い
う
言
葉
で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

学校支援活動
「がんばれ母校 !  先輩が先生」

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
４
４　

湯
浅
町
生
ま
れ

１
９
６
２　

耐
久
高
校
14
期（
昭
和
37
年
卒
）

１
９
６
６　

中
央
大
学
法
学
部
卒
業

　
　
　
　
　

㈱
第
一
広
告
社 

入
社

１
９
７
４　

㈱
グ
ロ
リ
ア
魔
法
瓶
製
作
所
入
社

１
９
９
２　

同
社 

代
表
取
締
役
社
長 

就
任

２
０
０
２　

同
社 

代
表
取
締
役
会
長 

就
任

　
　
　
　
　

㈱
Ｐ
Ｈ
Ｙ
設
立 

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　

ペ
ッ
ト
と
泊
ま
る
宿
「
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ  

　
　
　
　
　

ハ
ウ
ス
ゆ
あ
さ
」
開
業

事にしようと改めて感じま
した。いつも側にいて力を
貸してくれたりアドバイス
をくれるのは友達です。も
し嫌なことがあっても友達
に相談すれば次の日は元気
になれます。楽しいことが
あったら一緒になって喜ん
でくれます。横山さんには仕事を支えてくれる友人がた
くさんいますが、私にもこれからもずっと関わっていき
たい友人がいます。横山さんのようにこれから先もその
友人たちと仲良くしていきたいと強く思いました。
　今日の講演で、横山さんはご自身の様々な経験を分か
りやすく伝えてくださり、私は本当に大切なことに気付
いたと思います。そして、今一番叶えたい夢に対して自
分の意見をしっかり持って、時には友人の力を借りたり
励まされたりしながら、これからも頑張っていこうと思
いました。

３年６組　　東　　　文　香
　「自分の成功は一人だけの力で叶うものではない」と
いうことを横山さんの講演を聞いて思いました。横山さ
んがおっしゃるように「何かに成功する」ために必要な
ことは、「自分の意志をしっかり持つこと」と「友達を
大切にすること」の二つだと思います。
　横山さんが海外営業に行ったときに使う言葉は、肯定
の意味を持つものと否定の意味を持つものの八つだけだ
そうです。しかし、それらの言葉を巧く使い分けること
で、相手に自分の思いがはっきりと届くのだと思います。
このことが今の私にとって大切にしなければならないこ
とだと気が付きました。普段の生活の中でも、「はい」
か「いいえ」をはっきりと言えずあやふやな返事をして
しまい、思い通りに行かないことがたくさんありました。
私はこれからの生活の中で、自分の意見や相手の意見に
対してしっかりと意志を伝え、自分の成し遂げようとし
ていることに向かって行動していきたいと思います。
　また今自分の周りにいる友達をこれからもずっと大

講演を聴いて

  

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
へ

　
　
　
　
　
　
　

 

│
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
せ
よ
│

㈱
グ
ロ
リ
ア
魔
法
瓶
製
作
所　

代
表
取
締
役
会
長　

横
山　

享
氏

メールアドレス　t a i k y u - o @ c r e a m y . n a x . n e . j p

前　　　郁　夫
40年卒
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２
０
０
０
年
（
平
成
12
年
）
４
月
、

薮
添
泰
弘
氏
が
耐
久
高
校
校
長
に
着
任

さ
れ
て
間
も
な
く
、
私
は
校
長
と
、
今

日
の
学
校
教
育
の
状
況
や
こ
れ
か
ら
の

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
色
々
話
し
合

う
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
薮
添

校
長
は
、「
濱
口
梧
陵
先
生
の
像
が
欲

し
い
。
せ
め
て
胸
像
で
も
い
い
。
こ
れ

に
よ
っ
て
先
生
の
崇
高
な
精
神
に
触

れ
、
生
徒
達
が
自
ら
の
将
来
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
。」
と

語
り
、
同
窓
会
長
と
し
て
協
力
し
て
欲

し
い
と
熱
心
に
話
さ
れ
た
。
私
も
即
座

に
「
そ
の
思
い
は
私
も
同
じ
で
あ
る
。

何
と
か
実
現
で
き
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
と

考
え
、工
夫
し
ま
し
ょ
う
。」
と
答
え
た
。

　

そ
の
後
二
人
で
話
す
機
会
あ
る
ご
と

に
、
話
題
は
自
ず
と
梧
陵
先
生
の
像
建

立
へ
と
向
か
う
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が

て
耐
久
高
校
創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
記
念
事
業
実
行
委
員
会

が
結
成
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
薮
添
校
長

と
の
こ
れ
ま
で
の
話
は
、
必
然
的
に
そ

の
実
行
委
員
会
の
中
へ
と
移
さ
れ
て

い
っ
た
。

　

１
５
０
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
、

上
野 

寛
実
行
委
員
長
の
高
い
見
識
と

強
力
な
指
導
性

の
も
と
、
熱
心

な
協
議
が
繰
り

返
し
行
わ
れ

た
。
主
要
な
記

念
事
業
と
し

て
、
教
育
環
境

の
一
層
の
充

実
・
発
展
を
期

し
て
、
玄
関
前

庭
と
正
面
・
通
用
門
周
辺
の
整
備
を
行

う
と
共
に
、
創
立
１
５
０
周
年
に
あ
た

り
、
改
め
て
創
立
者
に
想
い
を
い
た
し
、

本
校
の
連
綿
た
る
歴
史
と
伝
統
を
想
起

す
る
こ
と
に
よ
り
、
母
校
や
故
郷
に
対

す
る
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
先
生
の
志

を
受
け
継
ぐ
若
者
が
育
っ
て
く
れ
る
こ

と
を
切
望
し
て
、「
濱
口
梧
陵
先
生
の

ブ
ロ
ン
ズ
像
建
立
」
が
決
議
さ
れ
た
。

　

こ
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
日
本
芸
術
院

会
員 

木
下 

繁
氏
（
故
人
・
旧
中
大
正

15
年
卒
）
と
親
交
の
あ
っ
た
平
井
康
雄

財
務
部
長
（
故
人
）
の
ご
助
力
に
も
恵

ま
れ
、
先
生
の
ご
遺
族
（
輿
五
澤
秀
子

氏
）
が
銅
像
の
原
型
を
無
償
で
提
供
し

て
く
だ
さ
る
と
と
も
に
、
か
つ
て
木

下 

繁
先
生
の
教
え
子
で
も
あ
っ
た
名

古
屋
芸
術
大
学
の
神
部
峰
男
教
授
（
監

修
者
）
に
、
ブ
ロ
ン
ズ
像
制
作
及
び
像

設
置
作
業
の
指
示
、
監
督
を
行
っ
て
い

た
だ
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
募

金
活
動
に
当
っ
て
は
、
両
濱
口
家
を
は

じ
め
、
関
東
・
関
西
・
和
歌
山
耐
久
会
、

そ
し
て
、
困
難
な
経
済
情
勢
の
も
と
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
実
に
多
く
の
同
窓
ご

兄
姉
の
ご
協
力
と
ご
理
解
が
あ
っ
た
こ

と
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

又
、
建
立
設
置
場
所
を
巡
っ
て
県
立

校
な
る
が
故
の
規
制
（
校
区
内
に
根
っ

子
の
生
え
る
も
の
、
移
動
し
難
き
も
の

設
置
禁
止
）
に
、
当
初
、
県
教
育
委
員

会
の
許
可
が
降
り
ず
、
教
育
上
の
問
題

を
含
ん
で
の
銅
像
で
あ
る
と
の
申
請
理

由
を
強
く
要
請
、
大
い
に
議
論
を
重
ね

て
の
難
産
だ
っ
た
事
と
、
最
終
的
に
は

当
時
の
小
関
教
育
長
の
ご
理
解
と
、
そ

の
間
、
県
職
Ｏ
Ｂ
で
も
あ
る
寺
杣
良
二

氏
（
旧
中
23
年
卒
）
は
じ
め
関
係
各
位

の
ご
指
導
と
ご
協
力
を
頂
い
た
事
に
も

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

こ
れ
ら
多
く
の
人
々
の
思
い
が
込
め

ら
れ
た
ブ
ロ
ン
ズ
像
は
、
本
校
通
用
門

付
近
の
庭
園
に
周
辺
の
緑
の
環
境
と
も

よ
く
調
和
し
な
が
ら
荘
厳
な
姿
を
私
た

ち
に
見
せ
て
く
れ
て
い
る
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

・
耐
久
高
校
４
期
（
昭
和
27
年
卒
業
）

・
関
西
学
院
大
学
（
商
）（
昭
和
31
年
卒
業
）

・
本
校
同
窓
会
前
会
長
（
現
・
顧
問
）

・
自
営　

湯
浅
町
（
橋
本
印
刷
所
）

耐
久
高
校
同
窓
会　

橋

本

佳

巳

濱
口
梧
陵
先
生
の
像
建
立
に
つ
い
て

今年も銅像を背に巣立ち行く（3 年６組生）

母校の充実発展を！！

下　野　憲　英（高13期）

デジカメよりプリントは
超高画質フジカラー純正で20分仕上げ！

オークワ湯浅店TEL（0737）63－2170
オークワ吉備店TEL（0737）52－7808

「同窓会館建設」夢の実現にご理解とご協力を！

清　水　塾
〒643-0004
有田郡湯浅町湯浅 1896－1
電話･FAX 0737－63－5209



同窓会活動報告

全国大会出場クラブ（バドミントン・空手・放送演劇・マンドリン）
激励金贈呈
会報編集委員会（学校）
組織強化委員会（学校）
会館建設研究委員会（学校）
会報編集委員会（学校）　同窓会報20号発行
関西耐久会総会（於：シティプラザ大阪）……山﨑校長、下野会長
四役員会（学校）
全日本高校・大学生書道展賞・優秀賞受賞（書道部）激励金贈呈
耐久高校文化祭への参画
（同窓会テント設置　お茶・コーヒーのサービス）
役員・常任幹事会（学校）
平成19年度総会（湯浅町地域福祉センター）
「がんばれ母校先輩が先生」横山享氏 講演会
会報編集委員会（学校）

2007（Ｈ１９）年
17

8
　　23
　　23

3
9
13
19
22

11
28
16
11

7.

8．

9．

10．

11．
12．

組織強化支援事業
①高校２９期（ダイワロイネットＨ．和歌山）
②高校５６期（鮎茶屋）
役員懇親会（うを丸）
組織強化委員会（学校）
会報編集委員会（学校）
卒業生クラス代表との懇談会……下野会長

2008（Ｈ20）年
２

３
　　２４
２８
３１
29

1.

2．
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卒
業
よ
り
31
年
初
め
て
の
学
年
同
窓
会
を

平
成
20
年
1
月
2
日
、
50
歳
を
期
に
学
校
同

窓
会
の
援
助
を
得
て
開
催
す
る
き
っ
か
け
を

い
た
だ
き
実
現
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
を
ダ
イ
ワ
ロ
イ
ネ
ッ
ト
ホ
テ
ル
和
歌
山

（
和
歌
山
市
）
に
決
定
し
た
も
の
の
、
何
か

ら
手
を
つ
け
て
よ
い
の
か
、
学
校
同
窓
会
よ

り
名
簿
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
知
っ
て
い

る
同
窓
生
を
ク
ラ
ス
幹
事
に
お
願
い
し
て
住

所
調
べ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
住
所
も
市
町

村
合
併
で
変
わ
っ
て
お
り
苦
労
し
な
が
ら
の

住
所
確
認
後
、
全
国
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
同

窓
生
が
集
ま
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
い
た
だ
け
た
１
７
８
名
の
同
窓

生
。
２
次
会
参
加
者
も
含
め
る
と
１
８
０
名

を
突
破
。「
や
あ
31
年
ぶ
り
」
と
の
か
け
声

と
共
に
集
ま
っ
た
懐
か
し
い
顔
。そ
ろ
っ
た
、

そ
ろ
っ
た
昔
の
同
級
生
。
名
札
を
見
な
が
ら

話
を
す
る
と
卒
業
が
昨
日
の
よ
う
に
感
じ
る

あ
り
さ
ま
。
心
う
ち
解
け
あ
え
る
同
級
生
っ

て
い
い
な
。
友
達
が
ま
さ
に
タ
イ
ム
マ
シ
ー

ン
に
乗
っ
て
時
間
の
旅
に
で
た
よ
う
な
不
思

議
の
感
覚
で
、
嶋
田
典
之
君
の
名
司
会
に
よ

る
開
会
宣
言
で
始
ま
り
ま
し
た
。
代
表
幹
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
谷
岡
が
開
会
の
挨

拶
。
当
時
の
２
名
の
恩
師
、吉
田
元
重
先
生
、

南
健
治
先
生
に
ご
出
席
を
賜
り
、
吉
田
先
生

に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
副
幹
事
の
西
川
潔

君
の
乾
杯
の
発
声
で
始
ま
っ
た
大
宴
会
。

　

名
札
を
み
て
も
わ
か
ら
な
い
人
も
い
て
楽

し
く
話
し
た
の
は
誰
や
っ
た
の
？
と
当
時
の

卒
業
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
友
達
を
さ
が
し

て
い
る
一
幕
も
あ
り
爆
笑
の
渦
。
こ
の
年
に

な
る
と
み
な
さ
ん
忙
し
い
の
で
参
加
希
望
者

が
ま
だ
ま
だ
大
勢
い
た
の
を
小
耳
に
挟
み
な

が
ら
、
時
間
の
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
、
あ
っ

と
言
う
間
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
。
宮
崎
君
の

懐
か
し
ギ
タ
ー
の
弾
き
語
り
と
お
楽
し
み
抽

選
会
、
そ
の
後
、
現
在
の
学
校
紹
介
の
ス
ラ

イ
ド
、
当
時
の
ク
ラ
ス
写
真
が
披
露
さ
れ
、

校
歌
斉
唱
で
あ
っ
と
言
う
間
の
３
時
間
で
し

た
。
時
間
が
止
ま
っ
て
い
つ
ま
で
も
も
っ
と

大
勢
の
友
達
と
話
し
た
い
名
残
惜
し
い
と
の

声
が
多
く
、「
５
年
後
に
ま
た
会
お
う
」
を

合
言
葉
に
次
回
幹
事
は
谷
岡
義
則
君
に
決
ま

り
１
次
会
は
こ
れ
で
散
会
し
ま
し
た
。

　

今
回
同
窓
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
各

ク
ラ
ス
幹
事
さ
ん
約
１
年
間
に
渡
っ
て
準
備

作
業
を
は
じ
め
い
ろ
い
ろ
と
お
手
伝
い
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
幹
事
さ
ん
以
外
に
も
準
備

作
業
を
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
同
級
生
、
ま

た
学
校
同
窓
会
役
員
の
方
々
、
本
当
に
有
り

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
29
期
生
や
る
時
に
は

や
る
一
致
団
結
の
意
気
込
み
が
あ
ら
わ
れ
た

同
窓
会
で
し
た
。
ま
た
出
会
え
る
事
を
楽
し

み
に
、
忙
し
い
日
々
に
タ
イ
ム
マ
シ
ー
ン
で

も
ど
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　

代
表
幹
事　

谷　

岡　

秀　

昭

タイムマシーンに乗って 31年前に　 高等学校 29期同窓会
組織強化支援活動
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２
０
０
８
年
１
月
３
日
、
第
56
期
（
平

成
16
年
度
）
卒
業
生
の
同
窓
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
の
参
加
人
数
は
恩
師
の
先

生
方
を
含
め
１
７
０
人
。
外
は
雪
が
降
り

そ
う
な
寒
さ
の
中
み
ん
な
懐
か
し
の
仲
間

に
会
う
た
め
に
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
学
年
主
任
（
元
３
年
７
組
担

任
）
の
松
本
泰
幸
先
生
の
ご
挨
拶
で
同
窓

会
の
幕
開
け
で
す
。
次
に
、
こ
の
日
の
た

め
に
一
生
懸
命
計
画
を
立
て
た
同
窓
会
委

員
長
、
森
畑
滋
人
君
の
挨
拶
。
そ
し
て
元

３
年
３
組
担
任
川
口
裕
幸
先
生
の
乾
杯
の

音
頭
で
会
場
は
一
気
に
あ
の
高
校
時
代
の

懐
か
し
さ
が
戻
っ
て
き
て
、
み
ん
な
ワ
イ

ワ
イ
と
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
、
○
×
ク
イ
ズ
。

w
ii

、
デ
ジ
カ
メ
、i-pod

、
な
ど
の
豪
華

景
品
を
は
じ
め
、
大
き
な
「
板
チ
ョ
コ
」

や
「
う
ま
い
棒
」
な
ど
の
ハ
ズ
レ
商
品
も

た
く
さ
ん
…
…
。
一
問
目
に
し
て
正
解
率

が
予
想
外
に
悪
く
、
も
う
一
回
や
り
直
し

に
。
最
後
の
10
名
は
景
品
争
奪
戦
で
イ
ス

取
り
ゲ
ー
ム
。
白
熱
の
イ
ス
取
り
ゲ
ー
ム

で
し
た
。
次
の
ゲ
ー
ム
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
！　

こ
れ
も
み
ん
な
自
分
が
ビ
ン
ゴ
に

な
る
よ
う
に
祈
っ
て
次
の
数
字
を
待
っ
て

い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
準
備
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ

の
日
の
為
に
仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
何
回

も
打
ち
合
わ
せ
に
集
ま
り
ま
し
た
。
大
勢

参
加
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
、
ど
う
し
た

ら
上
手
く
運
営
で
き
る
だ
ろ
う
か
等
、「
初

め
て
の
同
窓
会
」
が
失
敗
し
な
い
だ
ろ
う

か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
思
い
の
外
盛

り
上
が
っ
て
く
れ
て
、
大
成
功
に
終
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
何
年
か
後
に

同
窓
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
会
を
計
画
す
る
に
当
た
り
、
様
々
な

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
同
窓
会
事
務

局
の
白
井
敏
之
先
生
、
清
水
健
一
先
生
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

幹
事　
　

細　

田　

実　

香

　

13
期
生
同
窓
会
が
8
月
18
日
「
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
」
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
暑
さ
厳
し
い
な
か
、
東
京
、

名
古
屋
等
遠
方
か
ら
も
駆
け
つ
け
て
く

れ
、
１
０
４
名
の
出
席
者
と
な
り
ま
し

た
。

　

開
会
挨
拶
、
乾
杯
後
酒
が
入
っ
て
会

場
が
和
み
、
胸
に
付
け
た
名
札
を
見
な

が
ら
、「
お
ー
、
久
し
ぶ
り
や
な
ー
」
と

肩
を
た
た
き
合
う
者
、
お
互
い
無
事
を

確
認
し
合
う
者
、
高
校
時
代
の
思
い
出

を
語
る
者
、
勤
め
上
げ
た
勤
務
の
話
、

家
族
の
状
況
、
孫
の
自
慢
等
、
華
や
い

だ
話
題
で
溢
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
下
野
幹
事
長
の
発
案
に
よ
り

実
現
し
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
、
高
校
三

年
当
時
の
ク
ラ
ス
写
真
が
壁
面
の
大
ス

ク
リ
ー
ン
に
投
影
さ
れ
ま
し
た
。
舟
木

一
夫
の
「
高
校
三
年
生
」
の
歌
を
バ
ッ

ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
し
て
各
組
の
写
真

が
映
し
出
さ
れ
た
時
、
全
員
の
気
分
は
、

詰
め
襟
、
セ
ー
ラ
ー
服
の
高
校
生
に
戻

り
ま
し
た
。
ス
ク
リ
ー
ン
に
駆
け
寄
る

者
、
じ
っ
と
見
つ
め
る
者
、
感
慨
に
耽

る
者
、
雰
囲
気
は
最
高
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

予
定
さ
れ
た
4
時
間
は
夢
の
よ
う
に

過
ぎ
、
仲
間
の
絆
を
確
か
め
合
い
な
が
ら

「
元
気
で
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
」
と
閉
会
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

法　

眼　

正　

和

初めての同窓会　高等学校 56期同窓会

高
13
期
生
同
窓
会
開
催

組織強化支援活動
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秋
も
深
ま
っ
た
十
月
二
十
五
日
、

耐
久
中
学
校
第
四
〇･

四
一
期
卒
業

生
二
〇
名
が
「
湯
浅
城
」
に
集
っ
て
、

さ
さ
や
か
な
同
級
会
を
開
い
た
。

　

昭
和
十
七
年
四
月
、
前
途
多
難
な

世
界
情
勢
を
知
る
由
も
な
く
、
希
望

に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
『
耐
久
』
に
入

学
し
た
同
級
生
は
一
五
九
名
（
当
時

の
保
護
者
名
簿
参
照
）。

　

入
学
早
々
の
四
月
、
ア
メ
リ
カ
軍

機
に
よ
る
本
土
初
空
襲
は
あ
っ
た
も

の
の
、
緒
戦
の
先
制
パ
ン
チ
で
勝
利

の
喜
び
に
湧
く
五
月
、
耐
久
で
創
立

九
十
周
年
の
記
念
事
業
が
盛
大
に
行

な
わ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
在
校
生

各
位
の
脳
裏
に
強
く
残
っ
て
お
ら
れ

る
で
し
ょ
う
。

　

今
回
開
催
さ
れ
た
同
級
会
の
宴

は
、
同
級
生
名
簿
を
中
心
に
「
他
界

さ
れ
た
方
の
思
い
出
・
消
息
の
知
れ

な
い
方
や
出
席
さ
れ
な
か
っ
た
仲
間

に
つ
い
て
の
情
報
交
換
」
な
ど
か
ら

始
ま
り
、
座
が
盛
り
上
が
る
に
つ
れ

て
、
越
し
方
の
思
い
出
へ
と
発
展
し

た
こ
と
は
ご
想
像
の
通
り
で
し
た
。

　

一
年
生
当
時
、
天
洲
で
の
水
泳
訓

練
が
行
な
わ
れ
、
堤
防
の
上
を
裸
で

現
場
ま
で
出
掛
け
た
も
の
で
す
が
、

そ
れ
も
戦
況
の
悪
化
の
た
め
伝

統
の
遠
泳
も
中
止
と
な
り
「
金

槌
」
だ
っ
た
私
な
ど
は
ほ
っ
と

し
た
も
の
で
し
た
が
、
早
朝
か
ら
の

「
寒
稽
古
」、
眠
り
な
が
ら
歩
き
通
し

た
「
夜
行
軍
」、
寒
い
日
も
風
の
日

も
実
施
さ
れ
た
耐
久
名
物
「
中
間
運

動
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
話
は
尽
き

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
事
が
勉
強
の
こ

と
に
な
る
と
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
、

出
る
の
は
国
策
に
よ
る
学
習
内
容
ば

か
り
、
二
年
生
を
迎
え
た
頃
上
級
生

の
学
校
生
活
に
大
き
な
変
動
が
起
こ

り
始
め
た
の
で
し
た
。
軍
隊
関
連
へ

の
進
学
が
奨
励
さ
れ
、
ま
た
軍
需
関

係
工
場
へ
の
学
徒
動
員
が
始
ま
り
、

本
分
で
あ
る
学
習
の
場
を
離
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
任
地
へ
散
っ
て
行
き
ま
し

た
。
三
年
生
に
な
っ
た
私
達
に
も
学

徒
動
員
の
命
が
下
り
、
以
後
一
年
有

半
に
亙
る
命
懸
け
の
毎
日
が
始
ま
っ

た
わ
け
で
す
が
、
身
の
周
り
に
降
り

注
ぐ
爆
弾
の
破
片
、
艦
載
機
の
機
銃

掃
射
に
追
わ
れ
て
松
原
の
中
を
逃
げ

回
っ
た
日
々
、
そ
ん
な
中
に
も
他
校

の
女
学
生
と
の
間
に
仄
か
な
ロ
マ
ン

ス
が
芽
生
え
た
？
多
分
片
想
い
だ
っ

た
の
で
は
な
ど
と
い
う
内
輪
話
も
出

て
話
が
最
高
に
盛
り
上
が
っ
た
所
で

お
開
き
の
時
が
き
た
。

　
「
そ
う
す
る
と
、
我
々
の
中
学
生

時
代
は
机
を
並
べ
勉
強
に
集
中
し
た

と
言
う
よ
り
、
戦
火
を
く
ぐ
り
助
け

合
い
励
ま
し
合
っ
た
戦
友
で
は
な

か
っ
た
か
」
と
い
う
結
論
が
出
て
、

今
「
平
和
」
を
謳
歌
し
自
分
で
進
む

べ
き
道
を
選
択
出
来
る
若
者
達
が
、

二
度
と
私
達
の
よ
う
な
青
春
を
送
ら

ず
に
済
む
よ
う
な
社
会
作
り
に
頑

張
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
エ
ー
ル
を
送

り
つ
つ
閉
会
し
た
。

　
（
尚
、
今
回
の
同
級
会
を
も
っ
て

組
織
的
な
会
を
終
了
す
る
こ
と
に
な

り
、
希
望
が
あ
る
時
は
有
志
の
発
案

で
開
催
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
致

し
ま
し
た
の
で
同
級
生
の
ご
了
承
を

得
た
い
）

　
　
　
　
　
　
　

齋　

藤　

春
太
郎

　平成 18 年、機構も新たに再出発
した和歌山耐久会。
　平成 18 年 11 月の総会に続き、
平成 19 年 12 月にも和歌山耐久会
を開催した。同会規約に基づき、総
会は 3 年に 1 回ですが、「耐久会」
として本年もという事で、平成 18
年総会の出欠のご返事を頂いた方 1,000 名に案内状を差
し上げました。
　参加者 53 名のささやかな会ではありましたが、山﨑
校長、下野同窓会長、萩平関西耐久会長、西代議士の参

加も頂き浦口高典氏の司会よろしく
全員が自己紹介及び近況報告などを
してのなごやかな会合となりまし
た。
土曜日の 13 時からという時間設定
の為、女性の参加者が多かったので
すが、通勤の方には出掛けづらいと
いう声も聞かされました。
　そこで、未だ幹事のいない各期の
幹事就任要請を再度行いましたが、

それぞれの期の参加者から、楽しく、なごやかな耐久会
であったとの声を聞かせて頂きました。幹事一同、胸を
撫で下ろしている次第で、次回の盛会が期待されます。
　　　　　　　　　　　　　幹 事 長　中　田　實　宏

我
ら
は
戦
友
！

旧中
40･41期

和歌山耐久会開催
平成 19年 12月 1日

和建技術株式会社
和歌山市紀三井寺 532 番地の2
TEL 073-447-3913

人と社会の未来を見つめて…

ISO 9001･14001･17025 登録

○建設コンサルタント/環境アセスメント
○アスベスト・ダイオキシン類・土地汚染調査
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県
立
有
田
高
等
女
学
校
最
後
の
入

学
生
で
あ
る
29
期
生
は
、
10
月
16
日

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
和
歌
山
に
集

い
ま
し
た
。
２
年
に
一
度
の
定
例
同

期
会
で
す
。

　

１
９
４
５
年
夏
、
敗
戦
で
よ
う

や
く
本
土
決
戦
の
恐
れ
か
ら
解

放
さ
れ
た
の
が
、
小
学
６
年
生

だ
っ
た
。
空
襲
下
で
修
学
旅
行

も
な
く
、
翌
年
３
月
卒
業
。
４
月
入

学
試
験
に
合
格
し
た
女
学
生
達
が
学

校
の
門
を
く
ぐ
っ
た
の
は
、
61
年
前

の
こ
と
で
し
た
。

　

私
達
は
時
代
の
荒
波
に
翻
弄
さ
れ

る
、
流
浪
の
子
供
達
だ
っ
た
。
２

年
生
に
進
級
す
る
段
階

で
、
学
制
改
革
に
よ
り
、

自
動
的
に
新
制
中
学
２

年
生
と
な
り
、
校
舎
が

な
い
為
に
、
有
田
高
女

で
間
借
り
授
業
の
一
年

間
を
過
ご
す
。
３
年
生

に
な
る
時
点
で
追
い
出

さ
れ
、
各
人
出
身
地
の

新
制
中
学
３
年
生
と
な

る
の
で
す
が
、
や
は
り

校
舎
が
な
い
為
、
出
身

小
学
校
に
戻
っ
て
間
借

り
授
業
で
の
一
年
間
。

こ
う
し
て
私
達
が
29
期

生
と
し
て
過
ご
し
た
女

学
生
生
活
は
２
年
間
で

あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
、

こ
の
同
期
会
を
、
何
に

も
増
し
て
温
も
り
の
あ

る
、
連
帯
感
を
も
て
る

会
合
に
し
た
か
っ
た
。

　

当
日
、
皆
さ
ん
は
早
々
と
集
ま
っ

て
来
ら
れ
、
幹
事
さ
ん
達
も
予
定
よ

り
一
時
間
早
く
受
付
を
始
め
ら
れ
、

み
ん
な
の
情
熱
が
肌
に
感
じ
ら
れ
る

集
ま
り
よ
う
で
あ
っ
た
。
前
々
か
ら

ホ
テ
ル
側
担
当
者
と
、
綿
密
な
連
絡

を
と
っ
て
い
た
の
で
、
す
べ
て
心
得

て
準
備
し
て
下
さ
り
、
広
い
ホ
ー
ル

で
、私
達
は
美
味
に
満
足
し
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
く
つ
ろ
い
だ
気
分
を
十

分
に
味
わ
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

校
歌
斉
唱
で
私
が
一
番
強
く
持
っ
た

の
は
、
み
ん
な
よ
く
声
が
出
て
い
る

な
、
と
い
う
安
心
感
で
し
た
。
美
和

子
さ
ん
が
詩
舞
「
古
城
」
を
舞
っ
て

下
さ
り
、
舞
台
設
定
・
照
明
と
ピ
ッ

タ
リ
は
ま
り
、
華
や
か
な
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
全

員
で
「
四
季
の
歌
」
な
ど
５
曲
を
斉

唱
、「
星
影
の
ワ
ル
ツ
」
は
、
全
員

が
一
つ
の
輪
に
な
り
、
肩
と
肩
を
触

れ
合
わ
せ
な
が
ら
、
み
ん
な
思
い
き

り
声
を
出
し
て
歌
い
終
わ
っ
た
時
、

総
員
感
動
の
拍
手
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
。自
画
自
賛
な
が
ら
大
成
功
裡
に
、

愉
快
で
幸
せ
な
一
日
を
過
ご
せ
、
感

謝
感
謝
。
次
回
は
大
阪
で
す
。
70
歳

代
は
青
春
で
す
。
皆
様
の
御
健
康
を

祈
り
つ
つ
。

　
　
　
　
　
　
　

前　

田　

滋　

子

　
　
　
　
　
　
　
　
（
旧
姓　

枠
谷
）

　猛暑の続いた夏。耐久高校 3年 4組（第 22 期生）ク
ラス会に 16名が集合しました。
　平成元年の同窓会を機に、2年ごとにクラス会を企画
して今年で 10回目の記念すべき会となりました。
　もちろん毎回出席の私にとって、皆さんに会えるのが
楽しみの一つです。今年は 10 回目の記念として高校時
代のアルバムから写真入りＣＤのおみやげ付きにしまし
た。
　当日、心は当時の 18才、皆で心の底から楽しみました。
　現在私たちは 56 才。近況報告も様々で、仕事を早期
退職した友、病気と闘っている友、健康を取り戻した友、
家庭のよもやま話…等々。それぞれ報告があり、人生の

節目なんだなあと実感。又、2年後の再会を約束して帰
路につきました。
　何をするにも健康が一番。笑顔も一番。…又お会いし
ましょう。　　　　　　　　　　　　熊　野　麗　子

高
女
二
十
九
期
生
の
集
い

高22
期 耐久高校３年４組集合！

金 谷 伊兵衛（高８期）
金 谷 泰 正（高18期）
金 谷 敬 太（高42期）

本　　  店　和歌山県有田郡湯浅町湯浅949
〒643-0004　電話（0737）62－3128・3129番
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今
年
が
、
高
校
卒
業
後
丁
度

五
十
年
目
で
、
し
か
も
今
回
が

十
回
目
の
ク
ラ
ス
会
で
あ
る
。

初
秋
と
は
い
え
、
今
年
の
記
録

的
な
猛
暑
の
名
残
り
さ
え
感
じ

る
、
九
月
二
十
四
・
二
十
五
日

は
、
三
三
五
五
、
鳥
羽
に
集
合

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
目
の
前

に
広
が
る
美
し
い
海
と
空
。
眺

望
の
す
ば
ら
し
い
ホ
テ
ル
に
、

今
回
も
元
気
な
二
十
三
名
の

面
々
が
出
席
し
た
。
初
参
加
の

向
谷
さ
ん
を
含
め
、
ま
さ
に
、

親
し
い
友
人
達
で
、
何
一
つ
、

遠
慮
な
い
。
岡
崎
在
住
の
林
く

ん
が
、
今
回
の
幹
事
で
、
色
々

と
、
趣
向
を
凝
ら
し
、
会
の
盛

り
上
げ
に
尽
力
。宴
会
場
に
て
、

い
よ
い
よ
開
会
。
皆
、
平
素
頻

繁
に
、
連
絡
を
取
り
合
う
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
音
沙
汰

な
く
て
も
時
間
を
超
越
し
て
、

一
瞬
に
し
て
青
春
に
も
ど
り
話

が
進
む
。
片
意
地
の
張
ら
な
く

て
い
い
友
人
同
志
で
、
ま
た
、

こ
う
い
う
雑
談
ほ
ど
楽
し
い
も

の
は
な
い
。
宴
も
た
け
な
わ
、

高
校
三
年
生
を
合
唱
。ま
さ
に
、

青
春
そ
の
も
の
で

あ
る
。
そ
の
後
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
持

ち
歌
を
披
露
し
合

い
、
楽
し
い
一
時
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
去
っ
た
。翌
日
は
、

伊
勢
神
宮
を
参
拝
。
境
内
を
散

策
の
あ
と
、
昼
食
は
名
店
「
豚

捨
て
」
で
牛
な
べ
を
囲
み
、
昨

日
の
宴
会
の
続
き
に
早
や
変
わ

り
で
あ
る
。

　

我
々
、
来
年
は
「
古
希
」
を

迎
え
る
。
人
生
八
十
年
、い
や
、

人
生
百
年
の
今
で
は
、
大
し
た

こ
と
で
は
な
い
。
ま
さ
に
、
我

が
年
令
が
、
人
生
そ
の
も
の
。

成
熟
、
充
実
し
た
季
節
と
心
得

え
て
、
こ
れ
か
ら
の
歳
月
、
思

い
切
り
活
動
し
た
い
も
の
で
あ

る
。
来
年
の
関
東
方
面
で
の
再

会
を
約
し
、
散
会
し
た
。

　
　
　
（
横
浜
市
在
住
）

　
　
　
　
　

大　

野　

博　

司

　

梅
雨
の
合
間
を
ぬ
っ
て
六
月
二
十
六

日
〜
二
十
七
日
の
二
日
間
淡
路
島
周
遊

の
旅
へ
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

第
七
期
同
窓
生
四
十
名
湯
浅
発
の
バ

ス
に
て
和
歌
山
市
内
大
阪
市
内
を
通
り

一
路
淡
路
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
淡
路
七
福
神
八
浄
寺
を
参

拝
、
大
黒
天
に
つ
い
て
の
講
話
を
お
聞

き
致
し
ま
し
た
。

（
講
話
か
ら
）

　

大
黒
天
は
甲き

の
え
ね子

の
年
昭
和
五
十
九
年

甲き
の
え
ね子

日
子ね

の
こ
く刻

に
開
眼
入
魂

さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
故
に

子
の
神
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

（
参
考
に
）

　

私
達
同
窓
生
の
多
数
が

子
年
生
れ
で
す
の
で
感

激
。

　

―
―　

又　

同
窓
生
の

梅
本（
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
）

君
よ
り
60
年
に
一
度
甲
子

年
が
周
期
的
に
廻
っ
て
来

ま
す
。
甲
子
園
球
場
が
60

年
前
の
大
正
十
三
年
の
甲

子
年
に
完
成
し
オ
ー
プ
ン

し
た
と
の
話
を
聞
き
、
も

う
一
度
感
激
し
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
観
潮
船
に
乗
船
し
「
う
ず

潮
」
を
み
ま
し
た
。
太
平
洋
と
瀬
戸
内

海
と
の
高
低
差
に
よ
る
流
れ
の
変
化
に

よ
り
渦
が
発
生
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
の
丘
で
は
「
コ
ア
ラ
」
を
み

ま
し
た
。（
昼
間
は
眠
っ
て
い
る
た
め

ほ
と
ん
ど
動
か
ず
）

　

楽
し
い
二
日
間
を
無
事
に
終
え
二
年

後
の
再
会
を
約
束
し
て
帰
路
へ
つ
き
ま

し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

金　

森　

光　

廣

ホテル鳥羽小涌園

第
九
期
四
・
五
組  

合
同
ク
ラ
ス
会

古
希
旅
行
を
終
え
て

高7期

最近まぎらわしい呼びかけの電話や郵便が多くなった様です。十分ご注意下さい。
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Ｈ
19
年
9
月
13
（
木
）
〜
14

日
（
金
）
に
か
け
て
総
勢
21
名

で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
13
日

午
後
に
新
幹
線　

軽
井
沢
駅
に

集
合
し
、
バ
ス
に
て
「
ク
リ
オ

コ
ー
ト
」
に
向
か
い
ま
し
た
。
ク
リ
オ

コ
ー
ト
は
当
会
会
員
の
南
方
由
子
様

（
10
期
生
―
昭
和
33
年
卒
）
が
経
営
さ

れ
て
い
る
ホ
テ
ル
＆
レ
ス
ト
ラ
ン
で
今

回
で
四
回
目
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

　

先
ず
、
同
ホ
テ
ル
前
に
て
記
念
撮
影

し
、
そ
の
後
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
美
味

し
い
「
中
国
料
理
」
を
賞
味
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
食
事
の
後
、
別
棟
の
カ
ラ

オ
ケ
・
ハ
ウ
ス
で
皆
様
の
自
慢
の
喉
を

競
い
合
い
ま
し
た
が
、
圧
巻
は
大
田
美

代
子
さ
ん
（
高
女
22
期
生
―
昭
和
18
年

卒
）
と
北
野
正
治
副
会
長
（
高
校
8
期

生
）
に
よ

る
「
ど
じ
ょ

う
す
く
い
」

で
し
た
。

ぶ
っ
つ
け

本
番
と
は

思
え
な
い

熱
演
振
り

で
拍
手
大
喝
采
、
来
年
の
総
会
へ
の
特

別
出
演
の
話
も
出
て
お
り
ま
す
。

　

あ
く
る
日
は
バ
ス
に
よ
る
散
策
組
と

ゴ
ル
フ
組
に
分
か
れ
て
の
行
動
と
な
り

ま
し
た
。
バ
ス
散
策
は
8
名
で
小
島
美

津
子
副
会
長
（
高
校
19
期
生
）
案
内
の

も
と
、「
嬬
恋
郷
土
資
料
館
」「
鬼
押
し

出
し
園
」「
白
糸
の
滝
」「
旧
三
笠
ホ
テ

ル
」
と
ジ
ャ
ン
ボ
・
タ
ク
シ
ー
で
散
策

し
ま
し
た
。
お
昼
は
美
味
し
い
「
お
蕎

麦
屋
」
で
納
得
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
、

午
後
の
新
幹
線
で
帰
宅
の
途
に
つ
き
ま

し
た
。
ゴ
ル
フ
組
は
大
野
博
司
副
会
長

（
高
校
9
期
生
）の
お
世
話
で
、「
パ
ル
ー

コ
ー
ル
嬬
恋
ゴ
ル
フ
場
」
に
て
13
名
の

参
加
を
得
て
、
開
催
し
ま
し
た
。
今
回

も
南
方
由
子
さ
ん
の
ご
夫
君
に
よ
る
ゴ

ル
フ
場
手
配
等
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
今
回
は
同
窓
会
本
部
の
伏
木

冨
紀
子
常
任
幹
事
（
高
女
22
期
生
）
が

特
別
参
加
さ
れ
、
会
の
盛
り
上
げ
に
寄

与
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
バ
ス
旅
行
は
、
Ｈ
19
年
10
月

27
日
（
土
）
雨
模
様
の
中
、
42
名
の
多

数
参
加
を
得
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
計
画
は
北
野
副
会
長
（
高
校
8
期

生
）
と
前
副
会
長
（
高
校
17
期
生
）
が

中
心
と
な
っ
て
企
画
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
北
野
副
会
長
は
事
前
に
コ
ー
ス

を
2
度
調
査
さ
れ
、
綿
密
な
る
タ
イ

ム
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
作
成
さ
れ
ま
し

た
。
前
副
会
長
は
主
と
し
て
バ
ス
、
食

事
の
手
配
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

バ
ス
の
正
規
の
座
席
数
は
39
で
一
部
補

助
椅
子
を
使
っ
て
の
大
バ
ス
旅
行
と
な

り
ま
し
た
。

　

東
京
駅
近
く
に
朝
集
合
し
、
皮
切
り

は
江
東
区
の「
清
澄
庭
園
」。つ
い
で「
Ｎ

Ｈ
Ｋ　

ス
タ
ジ
オ
パ
ー
ク
」。
途
中
昼

食
を
は
さ
ん
で
「
国
立
新
美
術
館
」
で

丁
度
開
催
中
の
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
『
牛

乳
を
注
ぐ
女
』
他
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
頃
よ
り
、
雨
脚
が
強
く
な
り
台
風

並
み
の
風
も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
当
初
の
計
画
と
し
て
は

「
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
・
カ
レ
リ
ア
」「
六

本
木
ヒ
ル
ズ
東
京
シ
テ
ィ
ビ
ュ
ウ
展

望
」
を
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
後
半
の

六
本
木
ヒ
ル
ズ
は
割
愛
し
、
東
京
駅
に

向
か
い
ま
し
た
。
足
元
の
悪
い
中
、
風

雨
で
び
し
ょ
濡
れ
に
な
っ
た
方
も
い
ま

し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
色
々
の
思
い
出
を

も
っ
て
帰
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
小
島
、
九
鬼　

記
）

◆ 
軽
井
沢
散
策
と

　
　
　

ゴ
ル
フ
の
旅

◆ 

都
内
バ
ス
旅
行

関 

東 

耐 

久 

会
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宮

崎

静

子

・
老
い
き
た
り
喜
び
あ
り
や
と
自
ら
を

　
　
　
　

ふ
と
問
ふ
事
の
多
き
こ
の
ご
ろ

（
高
女
22
期
）

脇

中

佐
智
子

・
言
の
葉
に
出
せ
ば
絆
が
切
れ
そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　

ぐ
っ
と
呑
み
込
む
夕
陽
の
下

（
高
10
期
）

中

内

京

子

・
塗
り
替
え
の
足
場
組
み
ゆ
く
吾
子
ふ
た
り

　
　
　
　
　
　
　

指
図
す
る
夫
の
声
は
弾
め
り

（
高
15
期
）

垣

内
　

貞

・
江
戸
よ
り
の
梧
陵
の
賀
状
の
び
や
か
な

　
　
　
　
　
　
　

故
郷
し
の
び
て
屠
蘇
酌
む
の
文
字

（
中
39
期
）

せ
き
よ
う

も
と
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ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
現

在
、
部
員
17
名
（
2
年
12
名
、

1
年
5
名
）
の
結
構
？
大
所

帯
の
チ
ー
ム
で
す
。
ゲ
ー
ム

は
キ
ー
パ
ー
1
名
、
コ
ー
ト

プ
レ
ー
ヤ
ー
6
名
の
計
7
名

で
行
い
ま
す
。3
年
生
が
少
な
く（
途

中
で
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
0
名
）

2
年
生
は
1
年
生
の
時
よ
り
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
公
式
戦
に
出
場
し
て
い

ま
す
。
高
校
に
入
っ
て
初
め
て
「
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
」
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
の

種
目
が
あ
る
の
を
知
っ
た
と
い
う
く

ら
い
、
全
員
全
く
の
初
心
者
で
、
毎

日
ど
の
よ
う
に
練
習
し
た
り
、
試
合

の
進
め
方
や
そ
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
全

く
分
か
ら
な
い
状
態
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
上
級
生（
キ
ャ
プ
テ
ン
）

や
コ
ー
チ
の
山
本
隆
重
君
（
Ｈ
13
年

度
卒
業
）
に
熱
心
に
指
導
し
て
頂
い

て
お
り
、「
目
指
せ
1
勝
」
の
目
標

の
も
と
日
々
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
新
人
戦
に
お
い
て
、
初

め
て
1
勝
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
2
回
戦
で
は
惜
し
く
も
敗
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
試
合
内
容
も

悪
く
な
く
、
よ
く
頑
張
っ
た
と
思
い

ま
す
。
も
う
少
し
の
と
こ
ろ
で
ベ
ス

ト
4
に
入
れ
た
の
で
、
非
常
に
悔
し

い
思
い
を
し
ま
し
た
。
今
年
は
ベ
ス

ト
8
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
現
チ
ー
ム
は
非
常
に
良
く
ま
と

ま
っ
て
お
り
、
来
年
度
の
総
体
に
お

い
て
は
、
是
非
勝
ち
進
ん
で
近
畿
大

会
に
出
場
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、1
年
生
部
員
も
日
々
黙
々

と
練
習
に
励
ん
で
お
り
、
上
達
も
め

ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
特
に

練
習
後
、
コ
ー
ト
を
整
備
す
る
と
き

も
パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
の
居
残
り
練
習

を
自
ら
進
ん
で
行
う
な
ど
、
集
中
力

の
あ
る
活
動
が
印
象
的
で
す
。
顧
問

と
し
て
は
、
来
年
度
に
向
け
て
非
常

に
楽
し
み
で
あ
り
、
私
自
身
も
、
更

に
一
層
「
ク
ジ
運
」
を
鍛
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
県
下
16

チ
ー
ム
（
男
子
）
し
か
い
な
い
マ
イ

ナ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、
暑
い
？
熱

い
?!
部
員
共
々
、
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

  　

顧　

問　
　

生　

駒　

亮　

司

◆
「
衣
食
足
り
て
礼
節
を
知
る
」

良
き
格
言
で
あ
る
が
現
在
は
、

そ
う
単
純
に
、
乱
発
も
出
来
な

い
。
今
の
時
代
、
衣
食
足
り
て
、

我
が
儘
に
な
り
、
自
己
虫
（
中
）

が
、
こ
こ
か
し
こ
に
増
殖
し
て

い
る
。
日
本
人
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ

は
、
紙
風
船
如
き
で
あ
る
。
少

し
そ
れ
る
が
Ｉ
Ｔ
の
時
代
、
無

理
も
な
か
ろ
う
が
、
読
書
せ
ず
、

手
紙
の
類
は
書
か
ず
、
専
ら
、

メ
ー
ル
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
（
漫
画
、

劇
画
等
）
に
落
ち
つ
く
。
キ
ー

を
押
せ
ば
、
勝
手
に
、
漢
字
は
、

変
換
し
て
く
れ
る
、
い
や
は
や
、

便
利
な
も
の
が
生
ま
れ
た
も
の

だ
。
Ｔ
Ｖ
番
組
の
、
漢
字
ク

イ
ズ
を
み
て
も
然
り
で
あ
る
。

情
け
な
い
解
答
が
、
目
白
押

し
に
出
る
。こ
の
意
味
深
い
、

味
の
あ
る
漢
字
や
熟
語
の

衰
退
が
、
顕
箸
で
あ
る
。

日
本
の
、
言
語
や
、
文
学
の
将

来
を
憂
え
る
今
日
こ
の
頃
で
あ

る
。　
　
　
（
高
4　

西
邑　

孝
）

◆
今
や
年
末
の
京
都
・
清
水
寺

で
の
風
物
詩
と
も
な
っ
た
、
そ

の
年
を
表
現
す
る
一
字
の
発
表

は
、
一
九
九
五
年
か
ら
「
震
・
食
・

倒
・
毒
・
末
・
金
・
戦
・
帰
・
虎
・
災
・

愛
・
命
」
と
続
き
、
〇
七
年
は

「
偽
」
と
こ
れ
又
暗
い
、
さ
て
さ

て
、
次
な
る
一
字
は
…
…
？

明
る
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
漢
字

の
到
来
を
期
待
し
て
の
迎
春
と

し
た
い
も
の
で
あ
る
。　
（
Ｙ
生
）

◆
ご
献
金
に
感
謝

・
旧
中
40
・
41
期 

同
窓
会
様

・
高
校
13
期 

同
窓
会
様

・
高
校
22
期 

同
窓
会
様

・
郵
便
振
替
に
よ
る
、
ご
協
力
で

支
援
下
さ
っ
た
多
く
の
皆
様
に

も
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▶ご投稿お待ちしています。〒643-0004  湯浅町湯浅1985　耐久高等学校・同窓会事務局 TEL（0737）62-4148

『
編
集
後
記
』

　

懸
案
で
あ
っ
た
有
田
耐
久
会
が

総
会
の
承
認
を
得
て
発
足
し
ま
し

た
。
こ
れ
で
同
窓
会
も
、
関
東
・

関
西
・
和
歌
山
・
有
田
と
四
つ
の

耐
久
会
の
四
輪
駆
動
で
活
躍
す
る

態
勢
が
整
い
ま
し
た
。
各
耐
久
会

の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
「
卒
業
後
四
年
」
と
「
知
命
（
五
十

歳
）
の
年
」
と
い
う
二
つ
の
同
窓

会
が
「
組
織
委
員
会
」
の
支
援
の

も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
行
事
も
今
回
が
四
年
目
で
、
定

着
し
て
き
た
感
が
あ
る
の
は
う
れ

し
い
こ
と
で
す
。

　

平
成
十
九
年
度
総
会
、
続
い
て

の
懇
親
会
は
、
い
ず
れ
も
関
係
の

方
々
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
斬
新

な
企
画
の
も
と
、
な
ご
や
か
な
雰

囲
気
に
あ
ふ
れ
た
催
し
と
な
り
ま

し
た
。
旧
制
の
耐
久
中
学
、
有
田

高
女
卒
業
の
皆
様
も
大
勢
出
席
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、
旧
制
卒

の
方
々
の
会
員
総
数
が
年
々
減
少

し
て
い
く
の
は
、
寂
し
い
か
ぎ
り

で
す
。

　

年
年
歳
歳
花
相
似
た
り

　

歳
歳
年
年
人
同
じ
か
ら
ず

　
（
劉
廷
芝
「
代
悲
白
頭
翁
」
よ
り
）

　

那
耆
湾
の
潮
の
香
に
も
よ
う
や

く
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
中
、

今
年
も
新
た
に
卒
業
生
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
卒
業
さ
れ

る
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
。
ど
う

か
お
の
お
の
目
標
に
向
っ
て
邁
進

し
て
く
だ
さ
い
。
同
窓
会
は
常
に

皆
さ
ん
の
心
の
ふ
る
さ
と
で
あ
り

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
本
号
の

「
特
集
」
の
記
事
は
ぜ
ひ
読
ん
で
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
会
報
の
発
行
に
際
し
、
今

回
も
ま
た
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

絆 絆 
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
巻

部活OB・OGたちの 


